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ならないが，刑法学が頭の良さだけを競うゲームのようなものであってはあま
りにも寂しいことである。また，刑事手続は，被疑者，被告人，受刑者と，段
階に応じて名前を変えた「物」をベルトコンベアのように運ぶものであっては
ならず，人としての尊厳を保障された人格として処遇されなければならない。49）
このような意味で，犯罪者処遇論は，「対物的処遇」であってはならず，刑事
法のあらゆる場面で，人としての敬意を以て処遇される，人道主義的な「対人
的処遇」として再認識ないし再発見されるべきであろう。
以上，細かい知識的なものはとりあえず脇に置いて，刑事政策学全体を俯瞰
したつもりであるが，筆者の能力不足により，膨大な刑事政策学の全容を解明
することはかなわなかった。さしあたりの結論として，刑事政策学の現代的意
義とは，幅広い領域を視野に収めつつ，関連分野の知見に学びながら犯罪抑止
と人権保障を高い次元で調和させ，刑事法学のフォーラムとして多分野の知見
を総合しつつ，現実の立法政策に対する批判的且つ建設的な提言を，人道的見
地から行うべきものと考えたい。
49）その意味で，やはり「司法的処遇」という概念は維持されるべきであると考える。
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